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内
容 要
旨
 前庭迷路は加速度を感受する器官であり三半規管は夫々の面にかける廻転運動(角加速度)を
 感受し二つの耳石器官(球形嚢,卵形嚢)は直線運動('直線加速度)を感受するという。廻転検・
 査や耳石機能検査が現在の前庭迷路機能検査の主要な部門を占めている。現在の半規管あるいは'
 耳石鱗指に関する理論はいずれも廻転運動または直線運動の単一刺激を負荷した場合の実験観察
 に基づいたものであり複合刺激すなわち廻転運動と直線運動を同時に負荷した場合には当然上述'
 の理論のみでは説明し褐ない事態も生じてぐる。そこで著者は複合刺激を負荷した場合角加速度
 刺激によって生ずる廻転眼振は同時に負荷された直線加速度刺激によってどのような影響が現わ
 れるかを観察しようと試みた。
 1基礎的実験
 1.廻転中眼振に及ぼす影響について
 実験方法:東北大加速度廻転室を用い正常家兎を30。前傾頭位で廻転室の中心から75c?麗)位
 置に頭部を寿ぐように固定した。そして遠心力が夫々頭→尾,尾骨頭,右耳→左耳,左耳→右耳
 の方向に負荷されるようにし家兎の位置を変えて実験し,またControエとして廻転室の中心に
 ある場合についても観察した。家兎の一側眼瞼に開眼器を装着しこれに接して小型テレビカメラを
 固定し室外のテレビ受像機で眼振の発現状態を肉眼的に観察した,廻転室を廻転速度20ヅsec
 から4殆e♂の等加速度で5秒,10秒むよび15秒の5段階に分けて加速しその後は等加速
 廻転にきりかえて夫々の遠心力の大いさは0.06G,O.55Gであった。以上の方法で次の5群
 について観察し,即ち1)正常豪兎,2)硫酸Streptomycinを一側中耳腔に入れ末梢性眼
 振方向優位性(.DireeUona,lPreponderanceD。P、)を生じた家兎5)一側側頭葉
 硬膜外に金属片を封入し中枢性D.P,を生じた家兎について観察した。
 実験成績:廻転速度を増すと耳石器官の影響と考えられる眼球の偏位を認めた。廻転中眼振を
 eupu■ogramに描ぐと正常家兎は左右差のないPatternを示すが遠心力の負荷される方
 向が尾→頭の場合は頭→尾の場合より持続時間は延長し右耳→左耳,左耳帥右耳に負荷される場
 合のPat七ernは鏡像的関係にある。中枢路を含む左右前庭迷路系に不均衡があるとHall-
 pikeのいうD.Pが起る。その起因には末梢性D、P・と中枢性D.P.とがあるが両者に対する遠
 心力の影響につハて観察し嘱すなわち末梢性D.P、家兎では遠心力が体長軸方向に負荷したとき左
 右差に有意の変化を認めないが患耳一†健耳に負荷されたとき左右差は増大しその逆の場合は縮小する。
 また中枢性D.P.家兎では遠心力の負荷される方向によって左右差に着るしい変化は起らない。
 2.過転後眼振に及ぼす影響について
 一般前庭機能検査では常に上から下に重力が負荷されているがこれと条件を異にして水平半規
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 管を含む面を廻転面と一致させた場合に重力が廻転眼振に及ぼす影響について観察した。
 実験方法:電動式廻転盤が垂直面であるいは水平面で廻転できるようにし廻転速度を毎秒50。
 60。齢よぴ90。の3種として夫々定連廻転し所定の位置で急停止して発現する廻転後眼振持続時
 間を観察した。停止の位置により重力が頭→尾,尾→頭,右耳→左耳,左耳→右耳の方向に負荷
 されるようにした。
 実、験成績:重力の影響と考えられる眼球の偏位および廻旋が認められた。重力の方向が頭→尾
 の場合は尾→頭の場合より持続時間は長い。末梢性D、P塚兎では重力の方向が頭→尾の方が尾→
 頭の場合よりも左右差はやや小さいが患側・→健側に負荷される場合にはD,P.は著明である。
豆臨床的応用
 実験方法:遠心力を負荷させる場合は基礎的実験の方法に準じ重力を負荷させる場合は廻転室
 中心で正常頭位診よび懸垂頭位をとらせた。観察対象として正常者,メニエル氏病を含む末梢性.
 舷燈者,一側迷路摘出者,中枢性眩暈者(脳腫瘍)を用いた。
 実験成績:重力を負荷した場合正常者では廻転中眼振の左右差を認めず正常頭位は懸垂頭位よ
 り持続時間は長い。遠心力を負荷した場合に左右差を認めな6がこれは恐らぐ家兎と人間の解剖
 学的相違に因るものと思われる。また一側迷路摘出者では正常頭位の場合に左右差は増大し懸垂
 頭位では縮少している。メニエル氏病を含む末梢性眩量者でも同様な実験成績であっ淀。しかし
 中枢性眩暈者の場合は患側に向うD・Pを認めたが遠心力の負荷する方向によって左右差は変化を
 示さなかった。また空蛾を訴えるジエツト・パイロットについて一般前庭機能検査を施行したが
 特に左右差を示す検査成績ではなかったが横転飛行と同様に遠心力が負荷される位置で廻転検査
 を行うと右耳→左耳,左耳→右耳の場合には左右差を示し複合刺激による前庭機能検査はパイロ
 ットの適性検査へも応用し得る可能性がある。
 以上のように遠心力むよび重力の方向によってD、Pの変化する現象には耳右器官が充分関一与し
 ているといえる。著者が家兎について試みた複合刺激による廻転検査の基礎的研究は臨床検査法
 としてまた,空量検査法として応用し得る可能性のあることがわかった。
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 審査結果の要旨
 従来は角加速度または直線職速度のいずれかを負荷した場合の前庭迷路反応について研究されて
 奮たが,著者は両者の同時負荷の廻転眼振に及ぼす影響を検索しようと企図した。
 まず加速度廻転室を用い家兎πついて遠心力が頭→尾,尾→頭,右耳→左耳,左耳→右茸の方向
 に舗されるような条件で廻駄廻僻目賑を観察臨廻転醸2望eGか峨.ぎ磯腿
 慶で5秒,10秒,むよひ15秒の5段階で加速し,その後は等加速度廻転にしたが,夫々の加速
 度は0.06α,ロ、15G,0・55αであった。以上の方法て(1)正常家兎,(2)硫酸S勧epも。町cin
 により末槍性眼振方向優位性(D.P.)を生じた家兎,(5)一側側頭葉硬膜外に金属片を封入して
 中枢性D.Pを生じた家兎の5群について観察した。
 その結果,廻転速度を増すと耳石器官の影響と考えられる眼球の偏位を認めた。廻転中眼振の
 Cupulogramは遠心力の方向が尾→頭の場合は頭→尾の場合より持続時間が延長ら右耳→左
 耳と左耳→右耳の場合は鏡像的であった。次に末梢性D.P.家兎では遠心力が体長軸方向に負荷
 されたと琶は左右差に有意の変化は認められないが,患耳→健児の方向に負荷された場合には左右
 差は増大し,健耳→患耳の場合πは左右差は減少を示した。しかし中枢性D.P.家兎では遠心力
 の方向により左右差に著しい変化は見られなかった。
 次に廻転後眼振に対する景癖を観察し丸すなわち水平半規管を廻1雪面と一致させ垂直面連たは
 水平面で廻転で重る電動式廻転盤を用い,廻転速度を毎秒50,。60♀9びの5通りとし夫々の
 速度で廻転して所定の位置で急停止し七の際発現する廻転後眼振の持続時間を測定した.
 その結果,重力の影響と考えられる眼球の偏位むよひ廻旋が認められた。重力の方向が頭→尾の
 場合は尾→頭の場合より眼振持続時が長かった。また末梢性D.P.家兎では重力の方向が頭→尾
 の場合は尾→頭の場合より左右差は小さいが,患側→健側の場合には⊃.P.は著明であった。
 著者はさらに以上の方法を臨床的艇末梢性迷路陸害者および中枢性眩難患者π応用し,基礎実験
 と一致する成績を得.ている。
 以上の研究は遠心力凌たは重力の負荷方向により廻転眼振に一定の影響を与えることを追求し,
 D.p.の変化する様相を検討したものであり前庭迷路機能検査法に寄与するところがあるものと'
 認める。
 よって,本論文は学位授一与に値すると認める。
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